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「十二所絵図」(A290-114--95)(238× 125cm)

慶
長
七
年

（
一
六
〇
二
）
秋
田
に
移
封
さ
れ
た

佐
竹
氏
は
、
領
内
各
地
の
軍
事

。
政
治
的
拠
点
で

あ
っ
た
城
下
町

・
藩
境
な
ど
に
佐
竹
氏

一
門
、
重

臣
ら
を
置
い
て
支
配
に
当
た
ら
せ
た
。
南
部
氏

ヘ

の
押
さ
え
と
さ
れ
た
十
二
所

（現

。
大
館
市
）
の

地
に
は
元
和
元
年

（
一
六

一
五
）
に
塩
谷
伯
者
義

綱
、
次
い
で
延
宝
七
年

（
一
六
七
七
）
に
梅
津
五

良
左
衛
門
、
天
和
三
年

（
一
六
八
三
）
に
茂
木
筑

後
知
恒
が
入
っ
た
。
そ
の
後
は
茂
木
氏
が
代
々
十

二
所
所
預
を
勤
め
、
明
治
に
至
っ
た
。

表
紙
の

「十
二
所
絵
図
」
に
は
東
西
に
流
れ
る

米
代
川
と
平
行
に
南
部
街
道
が
走
り
、
上
町

。
中

町

。
田
町

・
谷
地
町
等
の
町
割
り
の
中
に

「茂
木

筑
後
屋
敷
」
が
ひ
と
き
わ
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。

馬
苦
労
町
の

「御
門
」
が
藩
境
の
町
と
し
て
の
姿

を
し
の
ば
せ
る
。
上
町
に
は

「御
郷
校
」
の
記
載

が
あ
る
。
成
章
学
院
と
称
せ
ら
れ
た
こ
の
郷
校
は

寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
の
絵
図
の
成
立
も
寛
政
年
間
以
降
と
推
測
さ
れ

る
。
米
代
川
の
支
流
で
あ
る
別
処
川

。
平
内
川

・

大
水
口
川
や
、
周
辺
の
大
瀧
村

。
平
内
村

。
軽
井

沢
村

・
猿
間
村
等
も
見
え
る
。

十
二
所
町
は
戊
辰
戦
争
で
南
部
藩
の
攻
撃
を
受

け
、
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
絵
図
は
近
世

十
二
所
町
の
姿
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

（古
文
書
課
　
煙
山

英
俊
）



私
は
鉄
道
の
歴
史
や
廃
線
跡

の
調

査

。
探
訪
を
趣
味
の

一
つ
と
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
今
は
横
荘
線
と
雄
勝
線

の
歴
史
背
景
や
鉄
道
の
痕
跡
等
に
つ
い

て
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
通
常
、
鉄
道

の
歴
史
を
調
査
す
る
に
は
鉄
道
会
社
が

発
行
し
た
社
史
や
鉄
道
雑
誌
の
バ
ツ
ク

ナ
ン
バ
ー
、
沿
線
の
市
町
村
史
と
い
っ

た
資
料
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
立
公

文
書
館
や
国
会
図
書
館

。
交
通
博
物
館

等
に
保
存
さ
れ
て
い
る
公
文
書
等
も
調

査
対
象
と
な
り
ま
す
。

鉄
道
が
現
役
だ

っ
た
頃
に
つ
い
て

は
、
当
時
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

記
事
か
ら
判
り
ま
す
し
、
廃
止
さ
れ
た

後
も
実
際
に
線
路
の
跡
を
た
ど

っ
て
痕

跡
を
直
接
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

沿
線
に
住
ん
で
い
た
人
か
ら
も
い
ろ
い

ろ
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
鉄
道
が
計
画
さ
れ
て

か
ら
実
際
に
建
設
さ
れ
て
営
業
を
開
始

す
る
ま
で
の
様
々
な
経
緯
は
そ
れ
だ
け

で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
書
か
れ

て
い
る
資
料
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
不
十
分
で
す
。

そ
う
な
る
と
必
然
的
に

「公
文
書
」

を
調
べ
る
必
要
が
出
て
く
る
の
で
す

が
、
国
立
公
文
書
館
等
に
あ
る
鉄
道
関

係
の
公
文
書
は
い
つ
で
も
気
軽
に
調
査

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
沿
線

の
市
町
村
史
を
調
べ
て
も
、
扱
わ
れ
て

い
る
の
は
せ
い
ぜ
い
数
ベ
ー
ジ
、
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
資
料
と
し
て
は
あ
ま
り

役
に
立
た
な
い
場
合
が
多
い
と
も
い
え

ま
す
。

そ
の
た
め
資
料
を
か
き
集
め
る
だ
け

で
相
当
の
時
間
を
費
や
し
、
過
去
の
雑

誌
を
調
べ
直
し
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
通
信

を
駆
使
し
た
り
し
て
調
べ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
限
界
か
な
と
い

う
頃
に
、
県
公
文
書
館
で
鉄
道
関
係
の

公
文
書
の
展
示
を
行
う
と
い
う
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
書
か

れ
て
い
た
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
今
調
べ

て
い
る
羽
後
交
通
横
荘
線
関
係
の
文
書

も
あ
り
ま
し
た
。
公
文
書
の
展
示
が
行

わ
れ
る
ま
で
若
干
期
間
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
が
残

さ
れ
て
い
る
の
か
、
興
味
半
分
で
横
荘

鉄
道
関
係
の
文
書
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
期
待
し
て
い
た
以
上
の

も
の
で
、
思
わ
ず
興
奮
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
も
の
が
な
ぜ
今
ま

で
気
が
つ
か
な
か

っ
た
の
か
不
思
議
な

く
ら
い
で
す
。
県
立
図
書
館
に
は
何
度

と
な
く
通
っ
て
調
べ
尽
く
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
ま
さ
に

「灯
台
下
暗
し
」
で

し
た
。

そ
の
中
で
新
た
に
発
見
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
横
荘
鉄
道
横
荘

線
の
ル
ー
ト
。
公
文
書
に
は
予
定
線
は

も
と
よ
り
駅
の
場
所
や
集
落
と
の
位
置

関
係
等
が
正
確
に
書
か
れ
て
い
る
地
図

が
綴
ら
れ
て
お
り
、
実
に
詳
し
く
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
新
聞

報
道
さ
れ
ま
し
た
大
館
軌
道
を
は
じ

め
、
私
の
知
ら
な
い
興
味
深
い
鉄
道
が

数
多
く
出
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の

「幻
の
鉄
道
」
に
つ
い
て

は
、
簡
単
に
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
会
議
室

に
書
き
込
み
、
会
員
の
方
に
見
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
に
は

「私
の
住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
に
鉄
道
の
計
画
が
あ

っ
た

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
か

「毎
日

利
用
し
て
い
た
汽
車
に
こ
う
い
う
歴
史

が
あ
っ
た
こ
と
を
初
め
て
知

っ
た
」
等
、

思
わ
ぬ
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

私
の
よ
う
に
鉄
道
の
歴
史
を
調
べ
る

趣
味
は
、
鉄
道
趣
味
の
中
で
は
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
少
数
派
で
す
が
、
最
近
で

は
少
し
ず

つ
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

秋
田
県
に
は
小
坂
鉄
道
花
岡
線

・
秋

田
中
央
交
通

。
秋
田
市
電
等
の
私
鉄
、

県
内
に
点
在
し
て
い
た
鉱
山
鉄
道
や
森

林
鉄
道
、
東
北
肥
料
の
引
込
線
等
数
多

く
の
失
わ
れ
た
鉄
道
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
鉄
道
を
調
査
す
る
時
に
、

公
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
公
文
書

は
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
こ
の
公

文
書
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
が

「鉄
道
の

歴
史
」
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
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「士
族
卒
明
細
短
冊
」
は
、
開
館
以

来
、
利
用
者
の
閲
覧
頻
度
が
高
い
史
料

群
の
内
に
入
る
。
明
治
六
年

（
一
八
七

三
）
に
県
庁
が
管
内
の
士
族
と
卒

（軽

輩
の
武
上
）
に
つ
い
て
、
そ
の
姓
名
及

び
維
新
後
の
改
正
禄
高
、
旧
藩
時
代
の

役
職
、
新
体
制
で
の
官
吏
任
用
等
を
調

査
し
た
簿
冊
群
で
あ
る
。
六
年
時
点
で

の
県
内
士
族
卒
台
帳
と
言
え
る
史
料

で
、
ル
ー
ツ
探
し
に
関
覧
す
る
利
用
者

が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
事
情
に
鑑
み
、

今
回
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
複
製

本
を
作
成
し
て
閲
覧
室
に
配
架
し
た
。

さ
て

「士
族
卒
明
細
短
冊
」
は
、
ど

の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の
も
と
作
成
さ

士
族

羽
生
氏
熟
の
明
細
短
冊

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

明
治
四
年
七
月
に
廃
藩
置
県
が
行
わ

れ
た
際
、
十
族
卒

へ
の
家
禄
と
賞
典
禄

（維
新
の
功
績
者

へ
の
賞
与
）
の
支
給

が
旧
藩
か
ら
政
府
に
引
き
継
が
れ
た
。

政
府
は
財
政
を
圧
迫
す
る
家
禄
と
賞
典

禄
を
、
将
来
的
に
は
処
分
す
る
方
針
を

持

っ
て
い
た
。
が
、
現
実
問
題
と
し
て

四
年
か
ら
各
府
県
所
管
の
士
族
卒
に
家

禄
と
賞
典
禄
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
の
為
の
事
務
手
続
き
の
整
備
を

必
要
と
し
た
。
四
年
七
月
以
降
、
政
府

は
各
府
県
に
、
管
内

の
士
族
卒

の
禄
高
や
身
分
上
変
更

の
有
無

な
ど

の
調
査
提
出
を
指
令
し
て

い
る
。
ま
た
、
家
禄
支
給
は
、
政
府
地

方
機
関
の
各
府
県
を
通
し
て
四
季
分
割

渡
し
と
さ
れ
た
。

秋
田
県
も
政
府
に
対
応
し
、
明
治
五

年
に
家
禄
の
四
季
渡
し
を
管
内
布
達
し

た
他
、
家
督
を
継
ぐ
十
五
歳
以
上
の
上

族
卒
の
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

明
治
二
年
の
版
籍
奉
還
の
際
、
諸
藩

に
禄
制
改
革
が
命
じ
ら
れ
、
秋
田
藩
で

も
士
族
卒
の
禄
高
に
相
当
の
変
動
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
四
年
十

一
月
に
は
旧
秋

田
県
と
岩
崎

。
本
荘

・
亀
田

・
矢
島
の

旧
県
、
及
び
隣
県
か
ら
鹿
角
と
仁
賀
保

が
統
合
さ
れ
、
新
秋
田
県
が
誕
生
し
た
。

新
県
に
は
禄
高
改
正
を
経
た
旧
諸
県
の

士
族
卒
が
所
管
と
な

っ
た
。
家
禄
支
給

の
事
務
を
滞
り
な
く
行
う
為
に
は
、
管

内
の
士
族
卒
の
姓
名
と
旧
藩
で
の
改
正

禄
高
を
県
庁
が
確
実
に
把
握
し
て
お
く

必
要
が
有

っ
た
。

秋
田
県
は
六
年

一
月
の
布
達
第
八
番

で
、
管
内
の
士
族
卒
に
姓
名
禄
高
を
、

縦
九
寸
横
三
寸
の
短
冊
状
の
美
濃
紙
に

記
さ
せ
、
小
区
の
戸
長
に
二
月
十
五
日

ま
で
纏
め
て
提
出
す
る
よ
う
指
令
し

た
。
フ」
れ
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
の
が
、

現
在

「士
族
卒
明
細
短
冊
」
の
名
で
保

存
さ
れ
て
い
る
簿
冊
群
で
あ
る
。

政
府
は
明
治
六
年
末
以
後
、
家
禄
処

分
の

一
連
の
政
策
を
打
ち
出
し
、
九
年

に

「金
禄
公
債
発
行
条
例
」
で
家
禄
と

賞
典
禄
を
完
全
に
廃
し
た
。
そ
の
過
程

で
秋
田
県
の
作
成
し
た

「士
族
卒
明
細

短
冊
」
は
、
家
禄
支
給
や
公
債
発
行
の

事
務
台
帳
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
。

こ
の
簿
冊
群
は
、
昭
和
二
十
年
代
に

県
庁
文
書
担
当
に
よ
る
裏
打
ち

。
再
編

綴
を
経
て
お
り
、
編
纂
時
の
原
型
を
残

し
て
い
な
い
。
各
町
ご
と
士
族
卒
の
短

冊
が
姓
の
イ
ロ
ハ
順
に
並
ぶ
が
、
編
纂

時
通
り
と
は
断
言
出
来
な
い
。
ま
た
、

表
を
見
て
判
る
通
り
、
県
内
各
町
の
分

が
全
部
揃
い
残
っ
て
い
る
訳
で
も
な
い
。

編
纂
後

一
二
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
間

に
簿
冊
の
一
部
が
失
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

（公
文
書
課
　
柴
田

知
彰
）

翠難
難
暉

瑠
■
■
■
一
■

，
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ず
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氣
纂
」

資料番号 地  域  名 冊 数

11512～ 11522 秋 田 11

11523-11524 山 本 全 部 2

11525～ 11526 大 館 十 二1所 2

11527,  11531 角 館 2

528～ 11529 横 手 2

横 手 岩 崎 1

532 湯 沢 院 内 1

533 本荘並湯沢院内 l

534 本 】士 1

535～ 11536 亀 田 2

矢 島 1

現存する 「士族卒明細短冊」の内訳

Ｑ
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拠
人

↑
」
に
ん
）
と
は
、
藩
境

の
村

々

に
お
い
て
主
に
境

の
巡
視
や
検
分
、
調

査
に
あ
た
り
、
そ
の
記
録

の
整
備
や
史

料
収
集
に
あ
た

っ
た
百
姓
の
こ
と
を
い

う
。　
一
般
に
そ
の
土
地
に
詳
し
く
、
古

く
か
ら
肝
煎
な
ど
を

つ
と
め
る
有
力
百

姓
が
世
襲
し
て
い
る
例
が
多

い
。

秋
田
藩

で
は
、
比
較
的
早
い
時
期
か

ら
南
部
藩
を
は
じ
め
亀
円
藩
や
矢
島
藩

な
ど

の
隣
藩
と
頻
繁
に
境
争
論
が
く
り

返
さ
れ
、
多
く
の
村
々
で
拠
人
が
重
要

な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
当
館
所
蔵
史
料
か
ら
拠

人
に
関
連
す
る
史
料
を
紹
介
す
る
。

●
山
口

＾
郷
家
資
料

山
口

一
郷
家
資
料
は
全
七
九
点
。
拠

人
関
連
は
亨
保
八
年

（
一
七
二
三
）
か

ら
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
ま
で
の
史

料
が
中
心
で
あ
る

（写
真
１
）
。

山
国
家
は
、
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）

に
七
代
市
十
郎
が
藩
か
ら
仰
せ

つ
け
ら

れ
て
以
来
、
代
々
大
葛
村

（現
比
内
町

大
葛
）
で
拠
人
役
を
勤
め
て
い
る
。

主
に
角
館
方
面

で
、
田
沢
、
玉
川
、

Ｌ
檜
木
内
村

の
拠
人
と
共
に
南
部
藩
境

の
整
備
に
あ
た

っ
て
お
り
、
褒
賞
と
し

て
代
々
苗
字
、
世常
刀
を
許
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
天
保
年
間
に
は

「森
吉
嶽
御

絵
図
向
も
相
直
、
永
久
御
安
地
」
に

つ

き
、
永
苗
字
を
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
正
保
以
来
国
絵
図
に
誤
記
さ
れ
て

い
た
森
吉
山
に

つ
い
て
、
幕
府
に
よ
り

絵
図
訂
正
を
認
め
ら
れ
た
際
の
こ
と
と

考
え
ら
れ
る
が
、
拠
人
と
し
て
藩
政
の

重
要
な

一
件
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を

示
す
史
料
と
し
て
興
味
深
い
。

●
安
藤
文
書

安
藤
文
書
は
全
二

一
点
。
拠
人
関
連

は
寛
政
か
ら
文
化
期
の
覚
書
、
証
文
類

が
中
心
で
あ
る
。

安
藤
家
は
延
宝
期
に
権
三
郎
が
女
米

木
村

（現
雄
和
町
女
米
木
）
の
拠
人
を

仰
せ
つ
け
ら
れ
て
以
来
、
代
々
肝
煎
兼

拠
人
を
勤
め
て
い
る
。

主
に
高
尾
山
周
辺
の
巡
回
や
亀
田
藩

の
村
々
と
の
交
渉
な
ど
に
あ
た
り
、
文

化
十
年

（
一
八

一
三
）
に
は
亀
田
藩
の

滝
野
又
、
繋
、
君
ケ
野
村
と
の
境
塚
築

立
や
君
ケ
野
村
と
の
堤
普
請
の
取
り
決

め
に
携
わ
っ
て
い
る
。

当
館
に
は
、
そ
の
際
の
証
文
が
残
さ

れ
て
い
る

（写
真
２
）
。

●
小
坂
村
拠
人
文
書

小
坂
村
拠
人
文
書
は
全
二
四
点
。
宝

暦
か
ら
安
永
期
の
御
用
留
が
中
心
で
あ

る
。
当
館
の
所
蔵
は
す
べ
て
電
子
複
写

本
で
あ
り
、
原
本
は
小
坂
町
立
総
合
博

物
館
郷
土
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。

御
用
留
に
は
、
毛
馬
内
拠
人

（史
料
内

で
は

「古
人
」
と
記
さ
れ
る
）
の
工
藤

弥
右
衛
門
に
よ
り
写
さ
れ
た
も
の
が
数

点
確
認
で
き
る
。

弥
右
衛
門
は
、
「毛
馬
内
在
古
人
兼

小
坂
通
御
山
見
」
か
ら
宝
暦
九
年

（
一

七
五
九
）
に
山
見
役
を
伯
父
に
譲
り
、

拠
人
専
任
と
な
っ
て
い
る
。

御
用
留
か
ら
は
、
こ
の
前
後
の
御
境

奉
行
や
山
役
人
、
あ
る
い
は
同
役
と
の

情
報
の
伝
達
経
路
の
変
化
を
読
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
南
部
藩
に
お

け
る
拠
人
支
配
の
体
制
を
知
る
上
で
興

味
深
い
史
料
と
い
え
る
。

参
考

『
比
内
町
史
』

『雄
和
町
史
料
集
６
』

（古
文
書
課
　
加
藤

昌
宏
）

写真 1 山ロー郷家資料 (一 部 )
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貴
重
文
書
書
庫
収
蔵
資
料
の
概
要

佐

竹

文

庫

（西

家
）

秋
田
藩
で
は
、　
一
門

・
引
渡
、
廻
座

な
ど
の
家
格
が
あ

っ
た
が
、
藩
主
と
同

族
の
家
柄
で
あ
る

一
門
の
な
か
で
、
特

に
佐
竹
姓
を
称
す
る
家
は
「御
苗
字
衆
」

と
呼
ば

れ
た
。
東
家

（
久

保

円
城

下
）

。
北
家

（角
館
）

。
南
家

（湯

沢
）

。
西
家

（大
館
）
の
四
家
で
あ
る
。

佐
竹
義
宣
と
と
も
に
秋
田
に
移

っ
た

小
場
義
成

（西
家
の
初
代
、
以
下
丸
囲

み
の
数
字
で
示
す
）
は
、
檜
山
を
経
て
、

慶
長
十
三
年
か
ら
大
館
城
代
と
な

っ

た
。　
´
国

一
城
令
以
降
も
、
秋
田
領
内

で
は
久
保
円
以
外
に
大
館
と
横
手
の
城

が
残
さ
れ
た
。
そ
の
後
●
小
場
義
易
を

経
て
３
義
房
の
代
に
、
三
代
藩
主
義
隆

に
よ
り
佐
竹
姓
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に

●
義
村
の
代
の
元
文
元
年
に
西
家
と
称

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
苗
字
の
地
の

小
場
村
が
常
陸
太
田
城
の
西
に
あ
っ
た

こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

西
家
の
伝
来
文
書
は
、
昭
和
二
十
六

年
十
月
、
佐
竹
義
履
氏
が
秋
田
県
に
寄

贈
し
、
秋
田
図
書
館
所
蔵
と
な

っ
た
。

約
千
三
百
件
の
資
料
が
同
図
書
館
に
よ

り

「佐
竹
文
庫

（西
家
ご

と
し
て
整

理
さ
れ

（請
求
記
号
Ａ
Ｏ
）
、
平
成
五

年
に
当
館
に
移
管
さ
れ
た
。

秋
田
図
書
館
で
は
、
日
本
十
進
法
分

類
に
基
づ
く
同
館
の
郷
土
資
料
分
類
基

準
に
よ
り
整
理
し
た
。
当
館
で
も
利
用

者
の
便
宜
を
優
先
さ
せ
、
現
段
階
で
は

こ
の
整
理
記
号

・
番
号
で
閲
覧
に
供
し

て
い
る
。

武
家
の
伝
来
文
書
で
あ
り
、
出
仕

。

家
督
、
家
格
に
関
す
る
資
料
が
残

っ
て

い
る
。
ま
た
、
歴
代
藩
主
か
ら
西
家
当

主

へ
の
書
状
類
が
多
数
あ
り

（三
代
藩

主
義
処
書
状
二
十
八
通
、
五
代
義
峯
二

十
六
通
、
八
代
義
敦
二
十
四
通
、
九
代

義
和
二
十
二
通
、
十
代
義
厚
二
十
通
）
、

他
に

一
字
書
出
と
添
状
が
十
件
残

っ
て

お
り
、
佐
竹

一
門
の
伝
来
文
書
と
し
て

の
特
色
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

大
館
は
南
部

・
津
軽
領
と
の
境

（陸

奥

。
出
羽
の
国
境
）
を
管
轄
す
る
要
所

で
あ
り
、
境
目
関
係
の
資
料
や
巡
見
使

関
係
資
料
が
よ
く
残

っ
て
い
る
。
組
下

給
人
に
関
す
る
資
料
が
多
数
あ
る
こ
と

も
、
西
家
の
大
館
の
所
預
と
し
て
の
性

格
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

三
百
件
を
越
す
系
図

・
由
緒
書
等
の
な

か
で
、
明
治
三
年
の
組
下
給
人
の
系
図

が
八
十
件
あ
り
、
戊
辰
戦
争
関
係
資
料

も
百
四
卜
件
を
越
え
る
。

知
行
借
上
や
倹
約
に
関
す
る
条
日
な

ど
、
特
に
後
期
の
秋
田
藩
の
政
治

。
経

済
を
調
べ
る
う
え
で
基
礎
資
料
が
多
数

残

っ
て
い
る
。
「た
よ
り
７
号
」
で
概

要
を
紹
介
し
た

「佐
竹
文
庫

（宗
家
ご

や
、
「た
よ
り
」
で
は
未
紹
介
の

「佐

竹
文
庫

（北
家
と
、
「戸
村
文
庫
」
な

ど
と
同
様
に
、
秋
田
藩
の
歴
史
を
知
る

う
え
で
の
貴
重
な
資
料
群
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。

写
真
は

「御
判
紙
」
と
書
か
れ
た
包

紙
を
伴
う

「佐
竹
義
処
知
行
充
行
状
」

で
あ
る
。
宛
名
の
佐
竹
六
郎
は
、
０
義

武
の
末
期
養
子
と
し
て
西
家
を
継
い
だ

０
義
方

（東
家
の
佐
竹
義
秀
の
五
男
）

で
あ
る
。
義
武
の
代
ま
で
は

一
万
三
千

五
百
石
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
三
分
の
■

に
当
た
る
九
千
石
の
知
行
高
が
認
め
ら

れ
た
。
知
行
地
の
村
々
が
確
認
で
き
る

貴
重
な
原
本
で
あ
る
。

（占
文
書
課
　
伊
藤

勝
美
）

―
―

―

（中
略
）
―
―
‐
‐

「御判紙」 (佐竹義処知行充行状)(A0611-12-1)
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公
文
書
館
で
扱
う
資
料
に
は
、
公
文

書
、
古
文
書
の
他
に
行
政
資
料
と
よ
ば

れ
る
も
の
が
あ
る
。
行
政
資
料
と
い
う

分
類
は
様
々
な
解
釈
が
あ
る
が
、
当
館

で
は
公
文
書
課
で
扱
う
資
料
の
う
ち
、

文
書
管
理
規
程
に
基
づ
い
て
引
継
ぎ
を

受
け
た
も
の
を
公
文
書
と
よ
び
、
そ
れ

以
外
を

一
括
し
て
行
政
資
料
と
区
別
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
開
館
時
に
県
政

情
報
室
か
ら
引
き
継
い
だ
資
料
、
開
館

後
に
当
館
で
受
け
入
れ
た
図
書
類
、
学

事
文
書
課
よ
り
引
き
継
ぐ
官
報

。
秋
田

県
公
報
、
広
報
課
よ
り
引
き
継
ぐ
県
政

ニ
ュ
ー
ス
等
の
映
画
フ
ィ
ル
ム
類
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
県
政
情
報
室
移
管
行

政
資
料

（六
九
二
六
冊
）
、
官
報

・
県

公
報

（昭
和
六
十

一
年
度
分
ま
で
）
、

県
政
映
画
フ
ィ
ル
ム

（
一
五
八
本
）
を

公
開
し
て
い
る
。

公
文
書
と
行
政
資
料
の
最
大
の
違
い

は
、
作
成
さ
れ
た
原
本

一
つ
し
か
な
い

公
文
書
に
対
し
て
、
行
政
資
料
は
複
数

部
存
在
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
た
、
公
開
を
前
提
と
し
て
作
成
さ
れ

る
行
政
資
料
は
、
三
〇
年
の
経
過
を
待

た
ず
に
作
成
さ
れ
た
時
点
か
ら
公
開
さ

れ
る
。
こ
の
点
で
は
、
当
館
開
館
後
の

受
入
分
に
つ
い
て
目
録
が
整
備
さ
れ
し

だ
い
公
開
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
館
は
あ
く
ま
で
も
資
料

保
存
機
関
で
あ
り
、
資
料
の
利

用
を
未
来
の
利
用
者
に
対
し
て

保
障
し
て
い
く
た
め
、
原
資
料

か
ら
の
複
写
は
写
真
撮
影
で
お

柵

　

願
い
し
て
い
る
。
受
け
入
れ
図

資

　

書
す
べ
て
を
行
政
資
料
と
し
て

御
　
い
る
の
で
、
個
人
刊
行
の寄
贈

的
　
本
や
館
ど
う
し
で
交
換
し
て
い

詐
　
る
研
究
誌
等
も
そ
の
対
象
と
し

圭
日
　

て
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
の
電

数
　
子
コ
ピ
ー
禁
止
に
不
満
を
持
つ

方
も
お
ら
れ
よ
う
が
、
現
在
簡

単
に
手
に
入
る
も
の
で
も
将
来

へ
の
保
存
を
第

一
義
に
考
え
る

の
が
当
館
の
使
命
で
あ
る
旨
を

了
承
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
常
に
現
在

の
利
用
者
の
利
用
に
応
え
て
い
く
こ
と

が
保
存
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
現
在
の

み
の
利
用
で
は
保
存
に
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
（た
だ
し
今
後
は
、
複
数
部

所
蔵
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
保
存
用

以
外
の
も
の
を
複
製
本
と
同
じ
扱
い
で

電
子
コ
ピ
ー
も
出
来
る
よ
う
な
方
向
で

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
）

な
お
、
秋
田
県
発
行
の
行
政
資
料
は
、

情
報
公
開
の
窓
口
で
あ
る
県
政
情
報
室

が
収
集
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
当

館
に
は
秋
田
県
関
係
及
び
国
の
統
計
書

関
係
は
移
管
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
そ

れ
ら
に
つ
い
て
は
県
政
情
報
室
で
の
利

用
を
お
願
い
し
た
い
。

行
政
資
料
は
公
開
を
前
提
と
し
て
い

る
だ
け
に
、
情
報
も
き
ち
ん
と
整
理
さ

れ
て
お
り
資
料
的
価
値
は
高
い
。
戦
前

の
秋
田
県
統
計
書
が
戦
前
公
文
書
の
中

で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
、
現

在
の
行
政
資
料
も
公
文
書
と
同
様
に

一

〇
〇
年
後
、
二
〇
〇
年
後
に
重
要
な
価

値
を
持

つ
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
保

存
に
最
大
限
の
留
意
を
払
い
つ
つ
、
現

在
の
利
用
に
応
え
て
い
く
努
力
を
し
て

い
く
つ
も
り
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い

て
の
利
用
者
の
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

（公
文
書
課
　
佐
藤

隆
）

・・ :篠贅
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昭
和
六
十
三
年
に
刊
行
さ
れ
た

「田

代
町
史
資
料
第
十
六
輯

（別
――ｌｌ
ご

に

は
、
町
内
の
古
文
書
が
網
羅
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
刊
行
事
業
に
し
た
が

っ
て
、

徐
々
に
町
内
の
古
文
書
の
翻
刻
、
整
理
、

目
録

化
が
進
ん

で
い
き
ま
し
た
。
各

家

々
を
ま
わ
り
占
文
書
を
借
り
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
、

こ
こ
ま
で
ま
と
め
る
ま

で
、
一
一十
年
近
く
要
し
た
と
担
当
さ
れ
た

方
は
語

っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
時
調
査
し
た
古
文

書

の
コ
ピ
ー
が
、
翻
刻
文

と
い

っ
し
ょ
に
フ
ァ
イ
ル

さ
れ
、
田
代
町
史
編
纂
室

に
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。

六
百
余
り
の
フ
ァ
イ
ル
が

地
域
ご
と
に
、
旧
早
日
村
、

旧
長
坂
村
、
旧
外
川
原
村
、

旧
岩
瀬
村
、
旧
山

田
村
、

長
慶
金
山
、
そ
の
他
、
の
七

つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
内

の
古
文
書
を
把
握

し
、
整
理
す
る
と
い
う
こ

と

は

大

変

な
作

業

で
す

が
、
ア
」
れ
ら
の
成
果
は
、
今

後
開
始
さ
れ
る
町
史
編
纂

事
業
に
有
効
に
活
用
さ
れ

て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

町
●
隻
●
編
〓
纂
●
壺

一北
秋
田
部
一置
代
町
早
日
字
上
一野
一四
二
■

当
館
で
は
左
記
の
要
領

で
古
文
書
解

読
講
座
を
開
講

い
た
し
ま
す
。
こ
の
講

座
は
主
に
古
文
書
解
読
に
関
心
を
お
持

ち
の
方
を
対
象
に
、
主
に
当
館
所
蔵
の

近
世
文
書
を
教
材
と
し
て
、
開
館
以
来

毎
年
行

っ
て
き
ま
し
た
。
古
文
書
解
読

を
通
じ
歴
史

の
実
証
的
研
究
方
法
、
古

文
書

・
公
文
書
保
存
と
活
用
の
重
要
性

に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

日
　
　
時
　
八
月
四
日

（火
）
・
五
日

（い
ず
れ
か

一
方
に
出
席
）

各
午
前

一
〇
時
～
午
後
二
時

〈
不
　
　
場
　
公
文
書
館
三
階
多
日
的
ホ
ー
ル

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住
所

・
氏
名

・

出
席
し
た
い
希
望
日
を
明
記
の

上
、
個
人
で
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
返
信
用
の
は
が
き
を
受
講

者
カ
ー
ド
と
致
し
ま
す
の
で
、

必
ず
往
復
は
が
き
で
お
願
い
し

ま
す
。

申

込

先
　
一Ｔ
Ｏ

一
〇
―
〇
九
五
，■

秋
田
市
山
王
新
町

一
四
―
三

一

秋
田
県
公
文
書
館
　
古
文
書
課

古
文
書
解
読
講
座
係

申
込
期
間
　
七
月

一
日
～
十
七
日

経
費

・
参
加
料
　
無
料

当
館
で
は
昨
年
に
引
き
続
い
て

「市

町
村
史
料
保
存
機
関
連
絡
協
議
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
協
議
会
は
、
市
町
村
で
古
文
書

を
含
む
文
化
財
の
保
存
に
関
わ
る
職

員
、
市
町
村
史
料
保
存
施
設
の
実
務
担

当
者
、
自
治
体
史
編
さ
ん
過
程
で
の
史

料
収
集

・
整
理
な
ど
に
携
わ
る
実
務
担

当
者
を
対
象
と
し
て
、
歴
史
資
料
の
整

理

・
保
存

。
利
用
な
ど
に
関
す
る
情
報

交
換
を
行
う
も
の
で
す
。
前
回
は
参
加

者
の
方
々
か
ら
日
頃
直
面
し
て
い
る
間

題
点
や
意
見
等
様
々
な
情
報
が
寄
せ
ら

れ
、
活
発
な
討
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

当
館
で
は
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
情
報

交
換
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
昨
年
同
様
、
多
数
の
ご

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期
日
　
平
成
十
年
五
月
十

一
日

（月
）

内
容０

史
料
の
整
理

・
保
存
に
関
す
る
情

報
提
供

②
史
料
整
理

・
保
存

・
利
用

。
所
在

な
ど
に
関
す
る
情
報
交
換

（全
体
協
議
）
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公
文
書
館

平
成
十
年
度
の
事
業
計
画

◎
総
括
的
事
項

。

『事
業
年
報
』
第
五
号
の
発
行

（五
月
）

。
館
報
『
公
文
書
館
だ
よ
り
』
の
発
行

（四
月
上
旬
、
十
月
上
旬
）

・
『
研
究
紀
要
』
第
五
号
の
発
行

（平
成
十

一
年
三
月
）

・
特
別
整
理
期
間
に
よ
る
休
館

（十
月

一
日
～
十
月
十
三
日
）

。
書
庫
燻
蒸
（十
月
二
日
～
十
月
七
日
）

。
県
内
市
町
村
史
料
保
存
に
関
す
る

講
習
会

（五
月
十

一
日
）

◎
公
文
書
課
関
係

。
公
文
書
の
引
継
ぎ

（六
月
）

。
公
文
書
目
録

・
行
政
資
料
目
録
の

整
備

。
公
文
書

・
行
政
資
料
公
開
冊
数
の

追
加

・
中
性
紙
保
存
箱

へ
の
収
納
促
進

。
公
文
書
の
保
存

・
廃
棄
の
選
別

。
公
文
書
の
廃
棄

・
県
政
映
画
の
補
修

。
恒
久
保
存
と

ビ
デ
オ
化

◎

平   目  9:00～ 19:00

土 。日曜日  9:00-17:00

0体館日

・国民の祝日及び振替休日

・月曜日 (毎月第 3日 曜日の翌日除く)

。毎月第 3日 曜日
。資料整理日 (月 の初日)

。特別整理期間 (8月 ～ 10月 中の 13日 間)

。年末年始 (12月 28日 ～ 1月 3日 )

涎
薇

勒

榜

今
号
で

「公
文
書
館
だ
よ
り
」
の
発

行
も
八
号
目
に
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
に
、
館
活
動
の
普
及
も
末
広
が
り
の

「
八
」
と
な
り
、
且
つ
無
限
大
の

「ビ

と
な
る
事
を
願
掛
け
る
の
は
、
脚
か
索

強
附
会
に
過
ぎ
る
で
し
ょ
う
か
？

頑
張

っ
て
ま
す
よ
―

（柴
）

最
近
、
史
料
保
存
に
関
す
る
お
問
い

あ
わ
せ
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
史
料
は

地
域
の
貴
重
な
共
有
財
産
で
す
。
地
域

の
気
候

・
歴
史
的
風
土
の
下
で
伝
来
し

て
き
た
の
で
す
か
ら
、
現
地
で
保
存
さ

れ
る
の
が
様
々
な
意
味
か
ら
良
い
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（煙
）

公

文

書

館

だ

よ

り

第
八
号

平
成
十
年
四
月

一
日
発
行

編
集
発
行
　
秋
田
県
公
文
書
館

（表
紙
題
字
　
寿
松
本
　
毅
）

〒
〇

一
〇
―
〇
九
五
二

秋
田
市
山
王
新
町

一
四
―
三

一

蓉
（〇

一
八
八
と
全
′
‐
、
‐
八
三
〇

一

印
刷
　
　
　
太
陽
印
刷
株
式
会
社
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